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は、TOP500、GREEN500リスト（2010年 6月時点）で 1位のシステムと比較すると、それぞれ約 200
倍、65倍の改善に相当する。プロトタイプは 2018年までに完成する予定である。
米国国防総省高等研究計画局（DARPA）は、2010
年 8 月 6 日に Ubiquitous High Performance Comput-
ing （以下UHPCと略す） というプログラムを開始した。
2010 年 3 月に公募を開始したもので、この度、実行主










LINPACKベンチマークで 1 ペタ FLOPS 注 1）（1 筺体
あたり）、電力効率注 2）目標は、50GFLOPS/W（1 筺体
あたり）である 2）。図表は、スー パ コーンピュー タの性能
を競うTOP500リスト、電力効率を競うGREEN500
リスト3）の 2010 年 6 月時点で、それぞれ 1 位にランク
されたシステムの電力効率と、UHPC システムの目標








ている。今回選定された実行主体は、フェー ズ 1（24 か月）









Intel Corporation、NVIDIA  Corporation、MITコンピュー
タサイエンス・人工知能研究所、サンディア国立研究所で
あり、評価チ ムーはジョー ジア工科大学がリー ダー である。
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科学技術動向研究センターにて作成
図表　UHPCの電力効率と現状システムの比較 
